
671

微量元素と疾病との関係について

―毛髪中微量元素からみたアトピー性皮膚炎の病態―

新潟大学医学部衛生学教室（主任：山本正治教授）
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Trace elements in the hair were analyzed in relation to the occurrence of atopic

dermatitis. Hair samples were collected from 24 families, whose 24 children were suffering

from atopic dermatitis. Twenty one sorts of trace elements (Fe, Zn, Cu, Cr, Co, Sef

Mn, Mo, Mi, V, Al, As, Pbt Cd, Li, Hg, Ca, P, K, NaandMg) wereanalyzed by

the Inductively Coupled Plasma Atomic Emission Spectrometry (ICP). Control hair samples

from 25 families without atopic dermatitis were anlayzed for comparison purposes.

As a result of analysis, the concentrations of respective elements from the patients

with atopic dermatitis did not differ from those in the control group. But, the ratios
of the concentrations of two elements, such as Ca/Pb» Zn/Cur Zn/Mn, Zn/Pb and Zn/Cd

were found to be significantly higher in the patients with atopic dermatitis than those

in the control group.
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緒　　　　　開

疾病に生活環境及び生活様式が大きく影響してくるこ

とが周知の事案とな軋　様々な角度からの検討がなされ

ている．これらの検討の中で，特に環境汚染及び栄養状

態の把握の指標の1つとして注目を浴びているものに微

量元素がある．

微量元素とは，全体重の0．01％以下しか含まれてい

ない元素のことである鈍　分析技術の進歩等虻より測定

し．定量化できるようになった．これに伴い，離農元素の
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生体における棟能が次第に解明され また同時に疾病と

の関係も明らかにされてきている.

数量元素上疾病との関係の解明は.古くは鉄欠乏によ

る貧血に珊ることができるが,その後,鋼と Menkes's

kinkyhilir症恢群1㌧ 及び亜鉛Ll:_腸性肢端皮膚炎2､と

の関係が明11)かにされた.さi†-_)に, !711ム!:.糖尿病3㌧

ア′しミニrt71､､1二AIzlleimer病及び筋萎縮性側索硬化症l＼

との開陳なJ-:.様々な疾病で微塵元素との関係が注目さ

れ研究が進められている.

こうした倣塵売薬と疾病との関係を解明する研究の山

頂として.今回は小児科及び皮膚科領域において近年増

加し,しかもその病態と治療iこおいて混迷状態にあると

いえる丁トピー･-性皮膚炎を上りあげ,患児のri･髪中徴竜

元素を分析L.正常児のそれと比較して興味ある知見を

得たJ'')で報告する.

対 象 と 方 法

と診断され 小丘疹.小水梅,苔蘇化など多彩な湿疹性

病変を示す患児1)4名と_その両親,さ1｢)に対照群として_fE

常児25名とそn両親であり,午齢.性別のうちわけは表

1に示した上おりである.なおiirj純i･こぼ両群ともに特別

な疾病は認められなかった.

患児及び正常児とその家族のE･彰は,後頭部の限Tt;か

rl約 4cm CT)部分を約 0.5g採取し.上､L下の方法iこよ1

て分析した.

まず検体cT)rjL髪を†､ノブ[]ビ′L･･-).'′しニト-′し20mlで,

ついでアセトン 2Omlでの洗液を二日垂1くi.)返し乾燥さ

せた.乾燥した 亡髪試料の重量を測定 し.濃硝酸 4ml

を添加して 1晩放置し,さLl)に濃硝酸 4mlを添加 Lて

加熱分解 した.放冷練,過酸化水素水 2mlを加えて同

有無別人数及び平均年齢(歳l

曜 患 有 厚 恩 額

覚 親 33.0±3.-7 33.8±5.08
(∩-2車 (∩-25)

母 親 31.1±3.81 31.5±5.36
(n-24) (孤-25)

子供 (男) 1.44±0.64 1.98±1.18
(∩-14) (n-13)

子供 (女十 2.09±1.35 2.03±1.31

(注)値は平均値±漂準偏差,( )内t7.)数字は人数

を示す

しく加熱分解 し,放冷 1-たものを分析検体上した,これ

rlの分析検体を用い,ICP発光分析法で21元素,いわ

ゆる微量元素 FC,Cu,M(),Zn,Cr,Mn.Se.＼∴ Li,

Ni,Co,Al,As,Cd,Pb,Hgに加えて.準主要元

素上呼ばわるNa.K.Ca,Mg,P 廿日､二 二では徽量

元素と総称する)を測定 した.

分析結果LT)統計的計算に際して.アトtL｡-.-一件皮膚炎群

と正常児群の平均値の差t')検定には,その/JJ布に関わと:)

てし､るものについては noll-ParametriL,test(Mこ-1nn-

Whilneytest)をあわせて行なった.元素FIFf]L')相関に

-ついては相関係数を算lLiJ,し,検体数かLl)危険率50bL1)有

た.了とた.親子間の相関に-1いては.亜[･.il･帰分析を行先

い偏寸描乳汁数をも算出し,それぞI･1L')危険率5Qb̀の有意

については,衝交 Varimax法を閏し､Ll∴

結 果

(I) 微量元素濃度及び濃度比の比較

と正常児群において. 毛髪中微塵元素濃度及び元素濃度

比を比較検討 した.

表 2は,子供の~ナ'卜L11--性皮骨炎の有無別に見た毛

髪中徴巌元素濃度 (/Lgghairlを示したも什t:.ある.t-

t(､stにより両群の有意検定を行なI-,た結果.有意(T)差

を認(V)た元素は MgL7'トピー一群 56.75±55.LF'L,'gllとIir

L平均値±標準偏差),正常児群 29.19±25.3,pく0.051

のんであり.その他の20元素iこは何t▲)有意差は認め!､)I1

なか･-'た.さ吊こMgについても noll-P∬amPtrictest

(Mann-Wllit-IleyteS日 を行な･･､たところ有意'･/Tl差は認

め!､_)わなか-､た.

表 3は.子供の7 トピー-性乾膚炎の有無別Cこ見た-t･

髪中徴最元素濃度比を示 した.元素濃度比は,Na.K,

Ca.､･Mg,Ca/P,Ca;･､Pb,FcJ::Cu.Zn:･･℃u,Zn､Mn,ZIl

∴ノse,znJ::I'b.ZIl./Cd.Se:'Hg,P･:■Alについて行ない.

両群間で,卜testにより有意差が認めi▲)わたのは Ca.:pb

(I/'トピー.一群 259.粘土269.17,正常児群 115.22±1Ol.61,

p<0.05).Zn,･'Cu rJ-'トピー群 8.00±7.14,正常児群

4.12±3.21.p<0.05㌦ Zn/:-Mn(ア トtJI-群 414.96±

(I''トピー-一群 41.43±38.68,正常児群 17.31±15.80,

p<0.Ol).Zn/I:Cd (ア トピー群 1347.73±2020.45.正

常児群 484.74±3/ll.36,p<0.05)であり,いずれも
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表 2 子供の丁 トピー桂皮.r有炎L71有無別に

見た毛髪中徴罷元素濃度(I哨 g hairl

皮膚痕の有無 人数 平均値士標準偏差 有息差

Na 十 2425 574.3士 6-2▲627. 5 士1147.83 ∩.i.

醍 + 24 620.8±769.46 ∩.～.
i 25 648.9±899.ll

Ca + 2425 677.3士 355,87514.6±271.93 n.ら.

Mg + 24 56.75士 55.I *
- 25 29.19± 25.3

P + 24 161.1* 27.63 ∩.S.
- 25 1 57.3± 27.98

F(. + 24 一3.43士 6.49 ∩.S.
- 25 14,43± 5.99

Cu + 24 18.4± 11.73 n.S.
- 25 26.59± 29.88

Mo + 24 0.33十 0.35 ∩.S.
- 25 0.31± 0.3

Cr + 24 0.23± 0.13 ∩.S.
- 25 0.21± 0.17

Mn + 24 0.42± 0.21 ∩.ら.
- 25 0.52:± 凱28

Sc + 24 0.43十 0.-6 n.A.
- 25 0.39± 0.i

Ⅴ + 24 0.88j= 0.35 m.S.
- 25 0.85j= 0.19

Li + 24 0.06士 0,07 ∩, S .
- 25 0.1± 0.1二三

Ni + 24 I.07± 0.54 ∩.S.
- 25 1.1-± 0.52

C(I 十 24 0.74± 0.29 ∩ .ら.
- 25 0.74± 0.31

Zn + 24 120.2± 122.38 ∩.S.
- 25 75.07± 45.44

Al 十 24 13.74± 10.67 ∩.S.
- 25 18.02± 11.84

Ŝ 十 24 0.07± 0.06 ∩.S.
- 25 0.07± 0.05

Cd + 24 0.18± 0,1 ∩.S.
- 25 0,19± 0.09

Pb 十 24 4.4± 2,85 ∩.S .
- ･25 5.7± 2.78

Hg 十 24 2.7± 2.32 ∩.S.

(注)有意差 * p<0.05,n.S.有意差たし

67'3

~′'トビ-群で高値を示 した.なかでも特に Zn/Pbはア

トピー一群で椿めて高値であった.

さ吊こ,元素濃度比をとった場合.比の値がfT_規分布

か吊 まずれることを予想 して､ non-pこIr;lmL,trictest

(Manll-Whitneytest)を行なったが.トIest同様 CIl

に有意差を示した.

(2) 元素間相関の比較

以上(')ごと(,両群において単独元素濃度では21JL素

のいずれをこも有意の差は認められなかったが,Zn/Pb

元素濃度比に明らかな有意選を認めたた軌 それぞれの

元素動態の関連をみるためをこき2息元素間の相関係数を調

べた . こ こで検体数L)Ll及び25(･･り場合, t検定にしい)(p

<0.05) 榔 閑係 数 O.;1(目上上二を有意C')相関卦;lJ-__Zi7L_;す

こ と ができる.

表 3 了イ勘17)-′'トビ-･性定骨炎(7)有無別

に見たE髭中微塵元素濃度比

皮膚炎の有無人数 平均値 ±標準偏差 有意差

Nil; + 24 1.405± 0.8(ー2 n,S,
… 25 i.149士 0,736

ea/Mg + 24 17.46± 7.94 n,う.
- 25 23,38± 13.3

Ca/㍗ + 24 4.25± 2.1E弓∩,S.
- 25 3,53± 2.4(ー

Ca/Pb + 2425 259.86± 269.17115.22± 101.61 *

Fe/Cu + 24 0.94± 0.66 ∩.S.
- 25 0.81ナ 0,46

Zn+/eu + 21 8.0(ー± 7.14 *
- 25 4.-2士 3.2-

Zn∵Mn 十 24 414.96士 454.79 *
- 25 ョoo.44士 164.81

嘗Zn/Se + 24 278.84±236.68 ∩.S.
- 25 223.02士 224.44

Zn/Pb + 24 41.43± 38.68**
- 25 17.31± 15.80

Zn/Cd + 24 1347.73±2020.45 *
- 25 484.74±341.36

Sc;Hg + 24 0.24± 0.15 ∩.～.
- 25 0.17± 0.12

P/Al + 24 17.86± 12.31 n.S.

(注)有意差 * p<0.05,**p<0.01,∩.S.有
意差なし
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表 Jは.正常児iこついて. t･髭中L)l種の徹底元素Lf_)

元素間相関を調べ}その相関係数を示 した転職である事

行旨了1止(]1相関を示したものは.K-pNLl(0.8針.Mg一･tlこ1

(0.93㌦ M｡-.-I)(0.56).Cr-Cこlt0.401,Cr-Cu(0.531.

m∴111､NllL0.併)上 Mn-K(0.621.Mrr-FPul.671,Lil)し0.d3㌦

(~1トMoL().(i7㌦CかLi(O.59㌦ GI-NiLO.64㌦ Z汁{btO.4小,

/n-Mg(0.lltjl.Zn-{二uL().61),AsIFL･LO.61)1.AsIMn

I)tTで(巨(ト191.HgL-As(0.11小 であー-,た.-I:i.た有意の負

てあ.･･-､た.

そI三に対しノ~こ表 5は.-''トヒー-性皮膚炎児L/!)t･髭中21

種ハ徴鼠元素間J)相聞を調べ,そし∫)相関係数を示Lたも

LT-)である,

Niドビー.().Ll(畑 N卜1,iu).74).(1)-̂1()u).68㌦ (ユナ＼,'LO.571.

Co-LiLO.64㌦ Co-Niul.64㌦ A1--Mn(0.45㌦ Cd･-･Mn

(0.43㌦ Cd--LiHl.44).(二d-Al(0.51㌦ PtrFe(0.48㌦

(().46)であり,有意tT)負の相関を示 したものは Se-

正常児群とア トLl'-一群に-~~~)いて,元素間で有意の相関

を示したものを比較 してみると,正常児群で有意の相関

を示したがーJ'トビ--1群で示さ左か-豆二ものは,正の相関

C0--P,7.1卜{:La.7Jn-Mg,7,什{'Ll,As･-Ire,1魅A.h,Cd.

Cr,PtTtr.fill-A.<てあり,負〔T)相関では Cd-Se,Pb-

Seであ--I,た.

の ん̀ に 有意の寸描'&,:T:認めたもハトL.i-f:_の相関では er-

C d - A l , P b - Fe,Pト九･Lln.Pb.-.Alであ;),良の相関で

(:i) 因子構造の比較

毛髪単数慶元素が独立的ではなく,相互に関適性をもり

表 6 正常児LT)亡懸小敵鼠元素n閃f･JJ律子

● tJdぐtOr l FactOr2 FilCtOr3 FこlぐtOr4 Fat.tいr5 莱有率

Fe 0 , 5 5 -0.35 -0.002 0.2H 0.17 0,53

Mn O+50 -0.32 O.O5 0.69 -0.001 0.83

Al 0.75 -0.12 -0.20 -0.03 -0.22 0.66

Ph 0.75 0.03 0.25 0.08 0.15 0 . 65

rd 0.69 0.06 0.22 0.12 -粉.02~ 0 .55

Ca -0.15 0.84 -0.ll -0.09 0.05 0 . 7 1

Mg -0.18 0,86 -0.10 --0,03 0.0二三 079

Cu 0.40 0.32 -0.01 -0.30 0.07 0.36

Cr O.32 0.79 0.02 -0,08 0.00 3 0.73

Ⅴ 0.21 -0.16 0.43 0.03 - 0 .6 0 0.61

Ni 0.44 0.10 0.70 0.01 0.13 0.71

Li 0.03 0.06 0.69 0.18 0.15 0.53

Llo -O.O3 -0.13 臥93 0,ll -O.O4 0.89

Mo 0.02 -0.20 0.80 -0.ll -0.23 0.74

Nム 0.04 0.01 -0.05 0.93 0,02 0.

K 0.04 -()▲lO 0.23 0.89 -0.04 0.85

As 0.13 -0,09 0.10 0.30 Oil 0.6こう

Hg 0.16 -0.1二三 -0.03 -0.13 0.48 0.29

Zn -0,18 0.23 0.09 -0.07 0.61 0.47

固有値 4.26 2.49 2.28 1書94 1.46

寄与率 0.22 0.13 0.12 0,10 0.08
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て賓動してし､ることが示さItたので,次にその変動に影

響する共通の因子を探るため田子分析を行な一一､た.

この際,21元素のうち,他のほとんどの売薬と免の相

関が強いか.あるいは相関が認めr)Jtない Se上Pを

含めた因子分析では閃f-構造を明確iこすることができず,

SeとPを除いた19元素に-I,いて.田子数5~で.南交

varimax回転法を用い田子所属が明瞭在結果を得た.

因子分析は∴(tI常児群.lf:_常成人群 し両群し')･'V:f射.

1●トピーー性皮膚炎児群に--)いてそIlぞJl行ない比較検討

した.

表 6は,正常児群(/T)亡髪申徴巌元素椚田子分析を行

なった結果である.

Fe,Al.I-)b.Cdは第 ---因子 し因子寄与率220Ll)iこ

大 き左因子負荷巌をもで,,Ca.～-L･1g,CI･は第二因子

(田子寄Lj-1率13001に,V,Ni.Li.Co.A:･loは第三因

千 (囲 [･寄与率11)0.1に,Na,1くは第四因子 し因子寄

与率10001に.As.Hg.Znは第五因子 (田子寄与率

8%)に大きな因子負荷量をもつ明瞭な因子所属を示し

た .

677

表 7は.正常成人の毛髪中微量元素の因子分析を行っ

た結果である.

Cと1.Mg.Cu.Ct-,Niは第--因子 (閃1-寄与率24Qふl

に,FC.Mn,Alは第二四千 (田子寄与率19.06■)に.Li.

Co.Moは第三困 1--(田子寄与率9,961に,Na.K は

(因子寄与率 7%)をこそれぞれ兼きな因子免荷慶をもり

明と､っかな因子所属を示した.

表 韓は.II'トビ1-性皮膚炎児Lr)毛髪IIl微塵元素の閃

子分析の結果を示したヰ)のである.

Li.Co,As,Hg,Znが第二四千 し閃f･寄 EJ-･率15%)

に,Fe,Mn. 1̂,F'b,Cdが第三因子 し困 [-寄与率11

00)に.V,Moが第期月f-(因子寄与･率10%)に,Na,

K が第五因子 (因子寄与率 9%)をこそれぞれ洗浄な因

子負荷塵をもつ結果となった,

以 上L')因子分析tI)結果を.まず正常児群と正常成ノ､群

で比較 して.71る上 rirl]一群ともiこ.Ca,A,rlg.Cr群,Fe.

Al群､Li.Co,Mo群,Na,K 群,As,Hg群とそ

Factorl Factor2 FこletOr3 Faetor4 Faetor5 共有率

Ca 0.92 -O.rO 0.Oとく -0.ll -0.08 0.88

Mg 0,95 -0.07 -0.01 -0.03 -0,08 0.91

CU 0.49 -0.05 -0.02 -0.19 0.04 0,76

Cr 0.93 0.04 0.-:～ -0.05 -0,08 0.90

Ni 0.73 0.10 0.36 -0.08 -0.15 O.77

Fe -0.13 0.毎o -0.03 0,09 0.10 0.86

Mn 0.05 0,84 0.09 0.34 0.08 0.84

At -0.01 0.82 0,07 -0.02 -0.10 0.7:～

V 0,05 0.23 0.22 0.04 -0.22 0.69

Pb 0.15 0.21 0.20 0,07 -0.ll O.80

Li 0,23 0.09 0.78 0.12 0.04 0.78

Co 0.06 0,ll 0.87 0.03 -0.-0 0.78

Mo 0.04 -(I.16 0.68 -0.09 0.06 0.78

Cd -0.42 0.16 0.17 0.27 0.07 0.55

Na -0.03 0.08 -0.01 0.94 0.08 0.90

K -0.22 0.21 0.08 0.86 0.002 0.85

As -0.19 0.16 0.州3 0.12 0.78 0.69

Hg -0.06 -0.10 -0.04 -0.03 0.84 0,73

Zn 0.17 -0.17 0.16 -0.09 -0.02 O.71

固有値 4,55 3.62 1.76 1.62 1.31

寄与率 0.24 0,19 0.09 0.09 - 0.07

累債寄与 0.24 0.43 0.52 0.61 0,67
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わぞれ共通因子に因子負荷をもつ ゲ′L-一再こ分けること

ができたのは同様であったが.Fe,Alが正常成人群 に

おいて強い因子負荷量を有 したのが第二因子に対してで

そオ=こ対して.1.-トビ-性皮膚炎児のMT//)析L/I)結果

を正常児群と比較する上 Fe.Al.Pb,Cd群,C;1.

Mg,Cr群,Na.Iく群及び As.Hg群とそれぞれの

因子にt朴r･負荷をヰ)つ プ′し-.･･-パこ分けることができたcl'~)

は井通であー,たが,Fe.Al,I)b群が正常児群において

群では第三国 J'･に強い【軒(･免荷巌をもつ結果と在り.第

同様.Ca,Mg.C･t一群であー,た.

(4) 家族間相関の比較

次に,~′'トビ･--相成膚東児において,正常児十異なる

微量元素の動態を示す原閏を究明するたムT)Lり試品と_して,

家庭環境〔-Tl影響をtI'るために.仁生中21元素に-.)いてそ

関係数のみならずァ父母間の相関の影響を取り除いた形

で父子間､母子間L'T)相関を調べるたれ轟二回帰分析 ('父,

母 を 独 立変数,予を従属変数とする)を行ない偏相関係

数を鞍.LlIした.さ吊こ偏相関係数iこt検定を行ない,5

%水準でそれぞれの相関が有意であるかどうかを検討 し

た.

係数及び偏相関係数を示LたもLJ)である.両者において

有意L')ll_:.Lr)相関を示したもcT)は､P(0.59.0.49㌦ CuL0.79,

()∴柳 .As(() . 59,(ト1･11であ･･･,た.

表10は,正常 児群L')仁髪中徴駄元素の母子間の相関係
数及び偏相関係数を示 したも〔r)である.両者iこおいて有
意のLt-1LT)相関を示したもし7)は Ntl(0.50.().6小.1くu).83,

であ-1､た.

予間 の相関係数盈び偏相関係数を示 したものである.雨

音において有意軌[:.の相関を示したもしT)は.I)ul.lPIT,0.･L･1(う上

表 バ ITr卜し･:一円-I.皮慣東児ハ仁野 中徴 駄元素ハ因子分析
Faetorl F盈Cもor詔書Fa如 T3 i Fae伽 竣 Factor5 i 共有率

F転 -0.18 0.05j 8湖 ! 給わ05 鋸 .5 l o.覗

Mn -0.2T -掴ま毒 洞 3 0p15 0.5魂 ! 0書80

八一 -0.05 -凱27ぎ 0号87 0.03 -0.12 量 0.86

Ph -0.-8 04姻 F o.69 l o灘 ア o灘 2 F o潤

Cd 0.02 0.23 皇 O曲58 i 臥ま9 O亀27 ! OB51

ea O.仰 掴 5 量 -0.22 刊 p19 -0.37 毒 0.70

Mg 0.i;9 凱05 喜 一Oや劫 - 0.05 -0.1:～ 0.86

eu 0.13 O事且6 l o,31 -0書19 -0.43 0.38

Cr 0.95 0.32 量 -0.03 -0-09 掴 嶺 毒 o潤

㍗ -0.15 0.01 ぎ 0.15 i o劇 朝 潮 3 ぎ om

Ni 0.01 0.77 ー 0.42 l o.22 -0.008 盲 0.83

Li 0 .34 0.70 l o,23 量 0.19 0.25 皇 O潤

Co - O .O ti 0.67 i o灘 3 ぎ o湖 附 3 妻 0.89

Mo - 0 .2 9 0.26 毒 蛾 03 l o.鋤 0.16 蔓 0,83

Na - 0 .001 0.1竣 l o.17 5 -0.08 0.87 l o.82

K -0.22 Oや28 量 O.呈3 量 0,12 o中78 I o.77

As 0.04 o蘭 ぎ -洞 8 芦 -o書22 0.22 i o.55

Hg -0.12 0.52 i -0.見積 i -0.02 -0.41 0申47

Zn -0.19 o手盛2 l -机 ア !-0,63 -0.005 0.65

･固有値 5.01 2.90 妻 2.まyO 妻 1.90 1.70

寄与率 0.27 0.15 蔓 M l ぎ 0.10 0.09
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泰 9 毛髪中敬意元素の聖子間の相関
(正常児群)

A"& 相 関 係 数 偏相関係数

N 25 0.19 -0,23

K 25 0.26 -0.04

C盈 25 O.29 0.29

Mg 25 0.39 0.37

P 25 0.59* 0,49*

Fe 25 0.51* 0.4(ー

CU 25 0.79* 0.88*

M(ー 25 0.54* 0.46*

Zn 25 0.12 0,-5

er 25 -0.01 0.01

Mn 25 0.30 0.21

Se 25 0.69* 0.64*

Ⅴ 25 0.32 0.-と弓

Li 25 0.61* 0.08

Ni 25 0.3と弓 0.4-*

Co 25 0.73* 0.39*

Al 25 0 .01 -0.05

As 25 0.59* 0.11*

Cd 25 0.22 -0.13

Pb 25 0.28 0.27

Hゞ 25 0.34 0.13

(注) 有意差 *p<0.05

Fe(0,49,0.41),Se(0.47,0.52),V(0,82,0.82),L豆

掩,83,0.60),Co(0.89,0.95),As(0.71,0.49)であっ

た.

蓑ほは,ア トピ-性皮膚炎児群の毛髪車微塵元素の母

子間の相関係数及び偏相関係数を示 したものである.雨

着において有意の正の相関を示 したものは,Fe(0,51,

0.･1こい.Li州.75.()∴汀1､Ni甘77,0.70㌦ JtStO.67.0.:lil

であった.

以上の結果を,正常児群とア トピ-群とで比較 してみ

ると,父子間でirI常児群に有意の相関があってア トピー

群にない転のは Cu,Moであり, 連に正常児群に有意

の相関がなくてア 賢､ピー群にある転のは Fe,V,Liで

あった.母子間ではMiE常児群をこ有意の相関があってア ト

ど-=-群にないものは Na,K,㍗,Co,Ⅲ ,Hgであり,

逆に正常群に相関がなくてアトピ…群にのみあるものは

Fe,Asであった.

表10 〔腰 小敵儀元素L7)母子間L?)相関
(正常児群)
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人 数 相 関 係 数 偏相関係数

N'a 25 0.50* 0.64*

K 25 0,83* 0.84*

CLl 25 0.13 0.12

Mg 25 0,27 0.25

㍗ 25 0.53* 0.41*

Fe 25 0.44* 0.13

Cu 25 0.15 -0.22

MO 25 0.39 0.2

/n 25 0.05 -0.05

er 25 0.21 0.21

MTl 25 0.28 0.17

Se 25 0.37 0.10

Ⅴ 25 0,42* 0,35

Li 25 0.77* 0.72*

Ni 25 0.52* 0,51*

Co 25 0.86* 0.(捕*

Al 25 0.19 0,17

As 25 0.53* 0.33

Cd 25 0.44* 0.52*

Pb 25 0.15 0.03

H蛋 25 0.55* 0.49*

(荏) 有意差 *p<0.05

考 察

環境汚毅及び栄養状態の把握のlつの指標として注目

を浴びている数量元素と疾病との関係を究明する研究の

一環として,今回はア トピ-捜皮膚炎児の毛髪中教慶元

莱 (2t穫)を分析 し声正常児のそれと比較検討 した.

結果は示 したとおり,ア トピ-性皮膚炎児群と正常児

群において単独元素濃度では21元素のいずれに鮎はっき

りとした有意差は認められなかったが,Zm/Pbをはじ

(t早こして (､こIPh./.llL､U.zllMll.Zl1(~'(-1と /ll及

び Pbを中心とした元素濃度比に明らかな統計学的有

意差を認めた.

そこでそれぞれの元素動態の関連をみるために毛髪車

21元素間の相関係数を調べたのであるが,ア トピ-群,

Feでは強い正の相関を示 し,それらは従来の報告5)6)

と一致するものであった.また両群をこおいて,互いに正

の相関を示すものが多い率で,Seのみは多くの元素と
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表11 毛髪中微塵元素L')'父子間の相関
(フ卜ビ-秤)

人 l数 相 関 係 数 偏相関係数

Na 24 0.37 0.30

K 24 0.19 0.15

Ca 24 - O .一7 -0.-6

Mg 24 -0.17 -0.17

P 24 0.47* 0.46*

Fe 24 0.49* 0.41*
Cu 24 -0.10 -0.14
Mo 24 0.63* 0.39
Zn 24 0.19 0.22
Cr 24 0,16 0.-6
Mn 24 0.41* 0.32

鮎 24 0.47* 0.52*

V 24 0.82* 0.82*
lJ.i 24 0.83* 0.60*
Ni 24 0.51* 0,ll

(h 24 0.89* 0.95*

Al 24 0.33 0.2:2

As 24 0.71.* 0.49*

ed 24 0.36 0.45*

Pb 24 0.02 -0.08

(注) 有意差 *p<0.05

ダーゼの活性中心で.あることが証明されて必須元素に加

えられたもLJ,')であるが,Hg との間の浩抗作用も示され

て嘉E)71,他の元素とは異なった動態を示すものとして

今後注目される.

pp-:5.フ卜ビ-一群において正常児群(L_は異なる元素間

相関を示すものが認めr)れ その中で.Zn-イ二a.Zr卜Mg,

Zn{,uでは正常児群に存在した有意の相関が消失し,

pb｣√C,Pb-Mn,PhA_lでLl二常児群iこはない新たな有

差の結果と同様に, 丁 トビ一一性皮膚炎児において,ZIl

及び Pbを中心とした何ユニ,かの元素動態の変化が生 l:

ていることを示唆するものであー)た.

次に, 亡髪中教皇元素が相互に関連性をもって変動 し

ていることが示されたので,その変動に影響する共通の

田子を探るため因子分析を行なった.アトピー群と正常

児群及び比較検討するために正常成人群について行ない,

結果に示したとおり5因子で所属明瞭な最適解を得た.

人 数 相 関 係 数 偏相関係数

Na 24 0.36 0.28

K 24 0.2ll 0,18

Ca 2趨 -0.13 -0.-2

Mg 24 -0.-2 -0.12

P 2 0.16 O一l2

Fe 2 0.51* 0.43*

ru 24 0.18 0.21

MO 24 0.61* 0.29

Zn 24 0.06 -0.05

er 2 -0.07 -0.08

Mm 24 0,35 0.21

鮎 24 0.07 -0.13

V 24 0.63* -0.0-

Li 24 0.75* 0.37*

lNi 24 0.77* 0,70*

Co ･24 0.31 -0.13

Al 24 0.35 0.コ6

As 2壕 0.67* 0.41*

Cd 24 0.004 0.21

Pb 24 0.33 0.35

(汁) 有意差 *p<O.〔)5

それぞれの共通因子が何であるかばこかかt､'の解明を

いずれにおいても.Fe.Al群,Ca,Mg.Cl-秤,Nこ1,

K 群.及び As,Hg群と共通L')田子に負荷をもりケ′L-

741こ//1けることができた.

しかし.Fe,Al群が正常成人群においては第∴閃････千

に強い因子負荷量を示したのに対しト正常児群では取--･･

因子に対して強い困1-負荷藍を示した.こオ‖よ,FLl.Al

が子供に強し､影響を持つ因子,すなわち何らかの成長に

関わる性質を有する因子に規定されることが推測された

が､これに関しては津金が同しく小児U)毛髪中11種の微

量元素の因f-JJy折を行ない.年齢とlL相関を示す元素群

(ca,Mg,I-),Zn.Hg.Cu)と負相関を示す元素群

(Fe.Mn.Al.K,Na)に大別されるとの報告5)をし

ており.Ca.Mg及び Fe,Alに関 しては本研究も同

様の億向が認められた.
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て強い因子負荷を有Lたのに対し,7トビ-一群では第:H.

因子に対してであり,第---田子に強い田子負荷を有した

元素群は,正常成人と同様 Ca.Mg,Cr群であり.正

常児とは輿なる結果であった.

これ吊ま.-''トビ--1性皮膚炎児においては､何iTlか(,1)

元素動態J)変化があることを示唆するものと思われたが.

これらの意味づ酬こついては,今後の課題とした.

最後に.丁トビ一一一性皮膚炎児iこおいで正常児と輿なる

教畳元素の動態を示す原因を究明するための試みとして,

E･髪中21元素に-.~~)き父及び母とし'用1関を調べ両群問の差

異は認めたが.特にr/'トピー.一群を特徴一汀ナる傾向は認め

られなかった.

1上L 今回の亡財~い徽鼠元素の分析iこよって,7'トビ-

捜皮膚炎児をこおいては正常児と異なる元素動態を示すこ

とが明らかとなったが,その中で明確な有意差を示した

ものは,Znと Pbを率心とする元素濃度比であり,特

に Zn.:Pbは-''トピーー一群に明i-I)かに有意の高値を示した.

これはアトビ--性皮膚炎児の毛髪においては,正常児に

比して,/,nが相対的iこ高いか.Pbが相対的に低いか,

いずれにしろそのバランスの崩れが存在することを示し

たものである,

そもそも Znは,いわゆる倣畳元素の率では Fneをこ

ついで体内含量が多い8)必須教盈元素であり,小児をこ

おける必要量も多いため,特に小児料簡域においては病

態栄養上重要とされ研究が進められてきている｡

体内のそれぞれの組織における Zn含凱よ,眼の脈

gl十上,肝.管,筋肉,皮膚では約 5O/Lg:也.正常血

祭では約 90/Eg-dlでありその生理作用は,1940年

CarbollicIltl恒,draseが Znを含jl.その酵素活性に

不可欠であることが発見されて9)以来,多くの酵素反
応に関係し核酸lt謝.蛋白代謝に重要な役割を果たして
いることが認められている.

皮膚と Znとの関係は.生体内の全 zn量の15--20

%が皮膚にあり,また毛髪や爪の甲(りZllは血清中濃

度の lO0-.20(日射こも達しているといわれ 皮膚にと一,

て Znは重要と思われるが,皮膚症状と Znとの関係

ち,1973年 Barncsと Moynahanが,肢端部や開口

部眩みられる腺癌疹様あるいは乾療様皮疹,脱毛及び下

痢を主徴とする腸性肢端皮膚炎に.血祭 Znの低下が

開陳することを報告2)して以来,高カロり一･･一輸液によ

る Zn欠乏症と皮疹との関係 101,zn欠乏症における

皮膚炎その他の皮膚疾患における血清 Znの低値傾向12㌦
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など多くの報告がなされている.

しかし左がL､',それr)の報告はすべて血中低 7.n濃

度と皮膚症状との関連であり,Zn濃度の絶対的高値あ

るいは,他L7)元素との関係での相対的高値と皮膚症状上

の関連についての報告はない.Z11濃度の相対的高値が

Ir'トビ-性皮膚炎に固有LT)ものなのか,あるし､はltTL中 Zn

濃度上~ヒ髪中 Zn濃度(;')r鞘こ乗雛があるのかは今後C7)

研究を待つことになる.

次に f)bにーついてであるが.Pt)は従来より鉛中毒が

問題となり有害元素とされていたが,動物をこ必須である

Pbは全身tT)組織に存在するが骨に最も多く9006を占め,

体外-L･r)排世経路と考え三､'IILている肝,腎,歯､ 亡髪に

も番概している1隼

Pbに-'~)いては.rn中 PbtT).__l二糾こより造1m障害,秤

経障害.消化器障害を呈するいわゆる鉛中毒の報告が争

いが,Pbの絶対的低値ある摘 ま他の元素との関係での

相対的低値の報告,及び皮膚症状との関連に言及した報

告はなく,これをこついても今後の課題となる.

最後をこ,アトピ-群と正常群において,単独元素漉度

では両群の間にはっきりとした有意差が認められず,二

元東関の過度比をこおいて明らかな有意差が認められた点

に関してであるが,まず重金属間にはいく-~､カ､L7用二!~lI:作

用(JTl存在が確認されている.

Pb17日こついてはそれぞれ抵抗作用が存在することが観

察されている.これは何からの原因をこよる-方の元素濃

果として濃度比の変化が増幅され変化を把握しやすい可

の解明が持たItる.

1:,A.L.P,'トビ一一性皮膚炎児C')E型中徴最元素を分析し,

正常児L')それと比較検討し､若干L')文献的考察を加えて

報質した.

その病魔が明らかではなく,したがって治療も混迷を極

れ 例えば,厳 しい食事制限を指導する必要がある18､

という意見もあれば,厳格な食事制限は成長障害をひき

性皮膚炎に対して,環境汚染及び栄養状態の把握の-･一指さ
漂となる:亡髪中教量元素を分析することによって,そC')

病態解明-アプローチすることは重要であると思われる.
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